
 
はじめに 

 
北海道開拓の村は主に明治(1868～1912)・大正(1912～1926)期の

建造物を道内各地から集め、復元・再現した野外博物館です。 

 北海道は長い間、先住民族であるアイヌ民族の生活の場でしたが、

室町時代頃から和人が移り住むようになり、以後、豊富な水産資源

と広大な土地を目当てに多くの人が移り住みました。 

明治 2 年からは、国が開拓使を設置して本格的な未開地の開拓を

始めましたが、厳しい自然環境の中での開拓は決してやさしいもの

ではありませんでした。人々は知恵と力を出しあい、また、欧米を

中心とした諸外国から新しい技術を導入して北海道の開拓にあたっ

てきたのです。 

 明治期の北海道における建築は、日本において古くから受け継が

れてきた伝統的な木造建築技術に欧米の技術が取り入れられたこと

が一つの特徴で、北海道の各地の気候や風土に適応するための工夫

が重ねられました。また、開拓の村では、開拓者たちが郷里の建築

にならって建てた家々も多くあります。これらの建物は、様々な地

域から北海道へと移り住んだ開拓の歴史を物語っているといえるで

しょう。 

 村内は市街地群、漁村群、農村群、山村群で構成され、それぞれ

の建物ごとに資料を展示して、開拓時代の先人たちの意欲あふれる

生産や生活の様子を目の当たりにすることができます。 

 みなさんが楽しく見学できるように建物や道具のいろいろな見方

を書いています。この利用ガイドを参考に、みなさんそれぞれの方

法で開拓の村をご利用ください。 

 
 



 
私たちの先人と北海道開拓 

 

  私たちが暮
く

らしている北海道。北海道が今のように発展してきたのは、

今からおよそ130年前、外国の技術を取り入れて、国の政策
せ い さ く

として始めら

れた開拓と私たちの先人の努力があったからです。 

  1869（明治２）年、明治政府は、北海道の開拓を進めるために「開拓使
か い た く し

」

という役所をおいて、札幌を北海道の中心の街
ま ち

としてふさわしい街づく

りを始めました。街を碁盤
ご ば ん

の目のようにしたのはこの頃に考えられたこ

とです。1873（明治６）年には開拓使札幌本庁舎
ちょうしゃ

が、その後、1888（明

治21）年には今の赤レンガ庁舎が建
た

てられました。 

  1871（明治４）年、アメリカ合衆国から招いたホーレス・ケプロンを

中心とした多くの外国人技術者によって、気象
き し ょ う

や地形の測量
そくりょう

、地質
ち し つ

や石

炭、石油の調査
ち ょ う さ

など、北海道を知ることから始めました。そして、北海

道に適
て き

した農業、工場の建設
け ん せ つ

と住宅、食生活の開発を行いました。さら

に、多くの移住者と生産物を運ぶための道路や鉄道の建設を急ぎました。

また、北海道開拓を支える日本人の技術者を育てるために学校を建設し

ました。この学校が札幌農学校、今の北海道大学です。 

  東北６県を合わせた面積よりも広大な土地で、冬はとてつもなく寒い

北海道には、それまでの日本の技術では畑を耕
たがや

し鉄道を通すことはでき

ませんでした。そこで開拓使は、多くの外国人技術者を雇
や と

って、外国の

進んだ技術で石炭を掘り、鉄道を通し、畑を耕し、乳牛を飼ったりして

開拓を進めたのです。 

  しかし、外国人技術者だけでは、たくさんの仕事をすることはできま

せん。この時、とても大きな役
や く

割
わ り

を果
は

たしたのが、本州・四国・九州地

方からやってきた人々で、彼らは北海道各地に移住していろいろな仕事

をしました。 

 



 

  炭鉱
た ん こ う

では石炭を掘りました。石炭は蒸気
じ ょ う き

機関車
き か ん し ゃ

や工場を動かしたり、

暖房
だ ん ぼ う

の燃料、そして電気をつくるためにも使われていたので、石炭がと

れる場所には多くの人が働いていました。 

  漁業
ぎょぎょう

では主にニシン漁に多くの人が働きました。ニシンという魚は、

畑作物の肥料
ひ り ょ う

として大変貴重で、主に愛知県・兵庫県・徳島県など西日

本に多く送られました。ニシン漁は江戸時代から行われていて、主に東

北地方から多くの人が北海道に渡
わ た

ってきました。彼らは、江差・松前と

いった日本海側の海でニシンを取る仕事をするためにやってきた出
で

稼
か せ

ぎ

の人たちでした。開拓使が置かれた明治時代になってからは、さらにニ

シン漁が盛んになり、漁をする場所が小樽・留萌と北上するにしたがっ

て多くの人が北海道に渡ってきました。 

  農業では、有珠郡（伊達市）や静内に入植した「士族
し ぞ く

移民団
い み ん だ ん

」や北海

道内の各地に設置された「屯田兵
と ん で ん へ い

」など、江戸時代に武士であった人々

が大きな役割を果たしました。士族移民団の中には、広い土地を開墾
か い こ ん

す

るため、プラウやハローなどの大きな西洋式農具を使う率先的な団体も

ありました。屯田兵は、北海道を外国の侵入
しんにゅう

から守ることと農業によっ

て開拓を進める人々で、1875（明治８）年に最初の屯田兵が琴似（札幌

市）に入植しました。その後、士族以外の平民の人も屯田兵に加わりま

した。 

  こうして開拓が進められてくると道内各地には町がつくられ、多くの

人や物が移動するようになり、鉄道や道路の建設はますます重要になっ

てきました。 

  最初の鉄道は、幌内炭鉱（三笠市）でとれた石炭を運ぶために計画さ

れました。北海道に初めて鉄道が通ったのは1880（明治13）年で、手宮

（小樽市）と札幌の間にわが国でも３番目の鉄道として開通しました。 

 

 



 

そして２年後には幌内まで延長
えんちょう

しました。たくさんの石炭を一度に早く

港がある小樽に運ぶためには、鉄道はどうしても必要だったのです。そ 

の後、鉄道は着々と建設され、明治時代の終りには、函館から札幌を通

って釧路、留萌、名寄方面までつながりました。道路は、函館から札幌

までのルートが早くから開け、海岸部から内陸部へと建設されていきま

した。 

  道路沿いに電信線
で ん し ん せ ん

や郵便局
ゆうびんきょく

が設置され、線路沿いには電話線もつなが

り、郵便と通信によって道内各地と本州方面が結ばれました。こうして

開拓使が設置された後の北海道は、目覚しい早さで発展してきました。 

  今、私たちは、多くの先人たちが未来の北海道に夢
ゆ め

を描
え が

き、力を出し

合って広大な原野
げ ん や

を耕し、残してくれた大地に暮らしているのです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



建物の特徴 
 
 ここでは建物の形や材質などを紹介します。ここでチェックしながら

それぞれの建物をみくらべてみましょう。 
 

 
 

 



 
 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



いろいろな道具 
 
ここでは開拓の村にあるたくさんの道具の中から何点かを選び出

してみなさんに紹介します。いまの生活の中では見ることができな

いもの、形を変えて使われ続けているものなど、様々な道具にも目

を向けてみましょう。 
 
 

  
電電  話話  

 

 この電話にはボタンもダイヤルもありませ

ん。代わりにハンドルがついています。このハ

ンドルは発電機
はつでんき

になっていて回すことで電流

を流し、交換手
こうかんしゅ

を呼びだすしくみでした。(次

第に受話器をとると自動的につながる形式の

ものへと変わります) 

 交換局とつながったら交換手
こうかんしゅ

に何番(電話番

号)の電話と話したいかを伝え、つないでもら

っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ププ  ララ  ウウ  

 明治の初めにアメリカから

輸入
ゆにゅう

された農機具の一つで、馬

にひかせて土をおこす道具で

す。 

プラウには荒
あ

れた土地をた

がやす新墾
しんこん

プラウ、一度掘
ほ

り返

したところをもう一度おこす

再墾
さいこん

プラウなどがあり、土の質によって刃の形を変えたり、ひく馬の頭数によって

一頭引き、二頭引きなどたくさんの種類かがあります。 

 

 

水水稲稲
すいとう

直直播播機機
ちょくはんき

  

北海道では広大な土地

を効率よく利用し、寒さの

害をさけるため、苗を移植

する田植えからの米作り

ではなく、種籾
たねもみ

を直接水田

にまく方法が盛んに行わ

れました。直播き
じかま  

は労力が少

なくてすみ、収穫
しゅうかく

の時期が多少早まるために霜
しも

の害にあいにくいという利点があり

ました。 

たこ足 

水稲直播機は、水田に均等な間隔
かんかく

でたくさんの種をまくための道具です。その形

から「たこ足」、「ねこ足」といった名前がついたものや、発明した人の名前がつけ

られたものがあります。 

 北海道が米の一大生産地になった背景には広大な土地だけでなく、人々の努力と

工夫がありました。 



 

ももっっここ 

 
 上皿棹秤 

 

 左の絵はニシン場で使われていたもの

で、背中に背負って使います。船が漁か

ら戻ると、背負ったもっこにニシンをつ

めてなんどもなんども運びました。「もっ

こ」という呼び名の、物を運ぶ道具は農

作業に使うものなど、ほかにもあります。 

子ども用や大人用などいろいろな大き

さのものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

ははかかりり  

 物の重さをはかるのに使う道

具で天秤
てんびん

、台秤
だいばかり

、棹秤
さおばかり

、ばね秤

などがあります。てこの原理やば

ねの性質などを利用して重さを

はかります。 

 何をはかるかによって、形や重

さのみかたが違います。 

 
 
 



 
課題別見学モデルコース 

 
 
 北海道開拓の村は、どんな見方をするかで全く違う楽しみ方ができま

す。ここにいくつかのコースを紹介するので、興味のあるコースを選ん

で見学してみましょう。 
 見学の中で興味を持ったことや疑問に思ったことを図書館などで調

べてみたり、自分のすむ町で探してみるのも良いですね。 
 
 

☆ 西洋技術コース ☆ 
 
 

☆ ふるさと調べコース ☆ 
 
 

☆   仕事コース   ☆ 
 
 

☆   環境コース   ☆ 
 
 

☆   民家コース   ☆ 
 
 
 
 



☆ 西洋技術コース ☆          所要時間 ２～３時間 
 
旧開拓使札幌本庁舎 

 
ドーム 

    ↓ 
旧浦河支庁庁舎 

    ↓ 
旧小樽新聞社 

    ↓ 
旧開拓使工業局庁舎 
    ↓ ドーマー窓 

デザインのためにつけた

飾り窓。北海中学、札幌農学

校寄宿舎などに見られます。

 旧近藤医院 
    ↓ 
旧小川家酪農畜舎 

    ↓ 
旧青山家漁家住宅 

    ↓ 

マンサード 

(腰折れ屋根) 

  旧北海中学校 
    ↓ 
  旧福士家住宅 
    ↓ 
旧開拓使爾志通洋造家 
 
 
 
 
 
 
 

窓や屋根・壁のつくりや、柱の構造に注目してヨーロッパやアメ

リカの技術をみつけましょう。また、和風部分をみつけ出して、ど

のような生活をしていたか想像し、昔からの家の形を大切にした理

由を考えてみましょう。 



☆ ふるさと調べコース ☆       所要時間 ２～３時間 

 

 

旧武岡商店(兵庫) 

岩間家 

    ↓ 

旧浦河公会会堂(兵庫) 

    ↓ 

旧青山家漁家住宅(山形) 

    ↓ 

旧秋山家漁家住宅(秋田) 

    ↓ 

旧岩間家農家住宅(宮城) 

    ↓ 

旧樋口家農家住宅(富山) 

近藤染舗 

    ↓ 

旧菊田家農家住宅(新潟) 

    ↓ 

山村群 

    ↓＊冬季は閉鎖 

旧近藤染舗(徳島) 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本各地からの移住によって北海道は今のような姿になってき

たのです。移り住んだ背景や、ふるさとの伝統的な家と同じよう

な方法で建てられた建物に注目して見学しましょう。 
山村群を通ることでどのような場所を切り開いたのかを目で感

じ、開拓の挑戦と苦労を想像してみましょう。 



☆ 仕事コース ☆            所要時間 ２～３時間 
 

旧近藤染舗 新聞社 

北海道では函館毎日新聞、小

樽新聞、北海タイムスの３紙が

三大新聞といわれ、多くの人に

読まれていました。 

     ↓ 
旧小樽新聞社 
↓ 

   旧広瀬写真館 
    ↓ 

広瀬写真館 

 屋根に注目してみよう。 

旧太田装蹄所 
     ↓ 

旧本庄鉄工場 
     ↓ 

旧土屋家はねだし 
     ↓ 

旧青山家漁家住宅 
     ↓ 

漁業 
 北海道は古くから好漁場

が多く、漁業は主な仕事の一

つでした。どんな家に住んで

仕事をしていたのか見てみ

ましょう。 

旧田村家北誠館蚕種製造所 
     ↓ 
    炭焼小屋※冬季は閉鎖 
     ↓ 

旧平造材部飯場 
 
 
 
 
 
 
 

仕事に合わせた建物のつくりに注目してみましょう。 
なかには今ではほとんど見ることができない仕事や機械があり

ます。なぜ、昔からの仕事がなくなってきたのかを調べてみまし

ょう。 



☆ 環境コース ☆          所要時間１.５～２.５時間 

 

 

森林軌道機関庫 

     ↓ 

 

平造材部飯場 

旧平造材部飯場 

     ↓ 

炭焼小屋 

     ↓ 

   開拓小屋 

     ↓ 

旧農商務省滝川種羊場機械庫 

    ↓ 

旧青山家漁家住宅 

     ↓ 

旧浦河支庁庁舎２階 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活や仕事と関係のある建物を見ながら、開拓と環境の関係を考

えてみましょう。 
便利な生活と自然破壊の関係は、今でも大きな問題になっていま

す。北海道での生活や仕事と、なぜ人々は木を切らなければならな

かったのかなどを考えながら見学しましょう。 
 図書館などで「北海道の仕事」や「生活の様子」、「自然環境」の

うつりかわりを前もって調べておくと、開拓と環境の関係がよくわ

かります。 



☆ 民家コース ☆          所要時間１.５～２.５時間 

 

 

 
秋山家 

旧福士家住宅 

    ↓ 

旧松橋家住宅 

    ↓ 

旧有島家住宅  

   ↓ 

 旧秋山家漁家住宅 

    ↓ 

旧岩間家農家住宅 

   ↓ 

旧樋口家農家住宅 

菊田家 

    ↓ 

旧菊田家農家住宅 

    ↓ 

   開拓小屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みなさんの家とくらべながら、当時の生活を想像して見てみまし

ょう。似た造りの家は見つかるでしょうか。建っていた場所や仕事

にも注目してみましょう。 
家の中にある道具の使い方を調べてみると、形は違うけど同じ目

的に使う道具が、みなさんの回りにたくさんあるはずですよ。 
 



調べかた 
 
興味を持ったものを調べてみよう 

１、調べたいものを決めよう 

  ・興味を持ったもの、気になったものを書き出してみる 

  ・一番興味のあるものを選ぶ 

２、調べていく順番を決めよう 

  ・最後に何を知りたいのかをはっきりする 

  ・どのように調べるかを決める 

   (本・博物館・聞き取り・インターネットなど) 

 ・どんな情報が必要かを考えて調査地を決める 

  ・調査を進める順番を決める 

   ※調査に協力してくれるか確認をとる 

３、調査開始 

  ・自分で調べられることからはじめる 

  ・事前に決めた内容で調査を進める 

  ・必要な情報がでてきたら調査内容に含める 

  ・もっとよく知ることができるようにアドバイスをもらう 

  ・誰から何を聞いたかを記録する 

４、調査結果をまとめよう 

  ・調査でわかったことを整理する 

  ・みんなに伝えられるように文章にしてみる 

   (絵や写真も使いながらわかりやすく) 

５、発表 

  ・わかったことをみんなに紹介しよう 

 

他にもいろいろな調べ方があります。みんなで工夫して調べてみてください。 
 



開拓の村からのお願い 

 

北海道開拓の村は野外博物館です。次に来る人、１０年後１００年後

に利用する人たちのためにも大切に残していきましょう。 

 

 

＊展示品にはさわらない。＊ 

みんなが見やすいように展示しています。また、どれも貴重で壊
こわ

れやすいものな

ので大切に残していきましょう。 

 

＊たてものの中ではものを食べない。＊ 

 開拓の村のたてものは大切な展示物ですのでよごしたら大変です。休憩所
きゅうけいじょ

や芝生
し ば ふ

など決められたところで食べてください。また、落書きやいたずらも絶対にしない

でください。 

 

＊植物を大切にする＊ 

 花を採ったり、木の枝を折ったりしないでください。植物も大切な展示物の一つ

です。 

 

＊ゆずりあいの心を大切に＊ 

 建物の中は狭
せま

くなっています。ゆずりあって気持ちよく見学しましょう。 

 

 

＊馬に近づかない＊ 

 馬は神経質で力の強い生きものです。 驚
おどろ

いて暴れ出すと大きな事故になります。 

 

 
 



開拓の村小辞典 

この辞典は、開拓の村の建物ごとに置かれている解説プレートの中で、難し

い読みや、普段あまり使用しない言葉を取り上げたものです。ここにのってい

るものでまだわからないものがあったら、あらかじめ国語辞典や漢和辞典など

で調べて見学しましょう。 
 

市 街 地 群 群群  地地  街街  市市  

旧手宮
きゅうてみや

駅 長
えきちょう

官舎
かんしゃ

 

幌内
ほろない

鉄道
てつどう

、６棟
 とう

、官舎
かんしゃ

 

敷設
ふせつ

・・・装備
そうび

や施設
しせつ

などを設置
せっち

すること。備えつける
そな        

こと。 

意匠
いしょう

・・・美術
びじゅつ

、工芸
こうげい

、工 業 品
こうぎょうひん

などの形、模様
もよう

、色またはその構成
こうせい

について工夫すること。デザイン。  

旧 開 拓
きゅうかいたく

使爾志通
しにしどおり

洋造家
ようぞうや

（白
しろ

官舎
かんしゃ

） 

模範
もはん

、外観
がいかん

、畳敷き
たたみじ  

、俗 称
ぞくしょう

 

和洋
わよう

折 衷
せっちゅう

・・・日本の伝統的
でんとうてき

な技術
ぎじゅつ

と西洋
せいよう

から取り入れた
と  い   

技術
ぎじゅつ

とを、ほどよくとりあわせること。 

旧福士家
きゅうふくしけ

住 宅
じゅうたく

 

造船
ぞうせん

、通訳
つうやく

、気象
きしょう

観測
かんそく

、活躍
かつやく

、貢献
こうけん

、特異
とくい

 

測 量
そくりょう

・・・高さ・深さ・長さ・広さ・距離
き ょ り

を求め
もと  

、ある部分の位置・形 状
けいじょう

・面積
めんせき

を測定
そくてい

し、図示
ず し

する技術
ぎじゅつ

。 

旧松橋家
きゅうまつはしけ

住 宅
じゅうたく

 

増
ぞう

改築
かいちく

・・・もともとの建物
たてもの

にさらに増し加えたり
ま  く わ    

、建てかえる
た    

こと。 

旧有島家
きゅうありしまけ

住 宅
じゅうたく

 

近代
きんだい

、武郎
たけお

 

旧 浦 河
きゅううらかわ

支庁
しちょう

庁 舎
ちょうしゃ

 

廃止
はいし

、設
もう

け、費用
ひよう

、堺 町
さかいまち

、博物館
はくぶつかん

 

支庁
しちょう

制度
せいど

・・・北海道
ほっかいどう

をいくつかの支庁
しちょう

に区分
くぶん

して役所
やくしょ

を置き
お

行 政
ぎょうせい

を行う制度。 
(明治３０年に１９支庁で開始、現在は 1４支庁) 

旧小樽
きゅうおたる

新聞社
しんぶんしゃ

 

骨組
ほねぐみ

、函館
はこだて

 

創立
そうりつ

・・・初めて
はじ   

設立
せつりつ

すること。創設
そうせつ

。 



札幌
さっぽろ

軟石
なんせき

(溶結
ようけつ

凝 灰 岩
ぎょうかいがん

)・・・支笏
しこつ

カルデラ(現支笏湖
げんしこつこ

)ができた約
やく

３万３千年前の火砕流
かさいりゅう

が堆積
たいせき

し、固まった 

もので、軽 量
けいりょう

で加工
かこう

しやすい。耐震
たいしん

、耐火
たいか

、耐 久 性
たいきゅうせい

に優れる
すぐ    

とされる。 

旧開拓使
きゅうかいたくし

工 業 局
こうぎょうきょく

庁 舎
ちょうしゃ

 

設置
せっち

、 橋 梁
きょうりょう

、建設
けんせつ

、家財
かざい

、機械
きかい

、車 両
しゃりょう

、製造
せいぞう

、業 績
ぎょうせき

、事務所
じ む し ょ

 

官 庁
かんちょう

・・・担当
たんとう

する国家
こっか

事務
じ む

につき国家の意思を決定し、これを表示する権限
けんげん

や 能 力
のうりょく

を与えられた
あた        

国家
こっか

機関
きかん

。 

旧 北 海 中
きゅうほっかいちゅう

学校
がっこう

 

校舎
こうしゃ

、翌年
よくとし

、建築
けんちく

、創立
そうりつ

、札幌
さっぽろ

農学校
のうがっこう

、第三期生
だい  きせい

 

旧 龍 雲 寺
きゅうりゅううんじ

 

篠路
しのろ

、創建
そうけん

、新築
しんちく

落成
らくせい

、本堂
ほんどう

 

浄 土 宗
じょうどしゅう

・・・仏 教
ぶっきょう

の一派
 ぱ

。浄土
じょうど

三部経
さんぶきょう

を所依
しょえ

とし、法然
ほうねん

を宗祖
しゅうそ

とする。 

旧 札
きゅうさっ

幌
ぽろ

警察署
けいさつしょ

南 一 条
みなみいちじょう

巡査
じゅんさ

派出所
はしゅつじょ

 

交番
こうばん

、創
そう

成橋
せいばし

、改築
かいちく

、篤志
とくし

寄付
き ふ

、壁
かべ

、 

旧 島 歌
きゅうしまうた

郵 便 局
ゆうびんきょく

 

設置
せっち

、 局 長
きょくちょう

、就 任
しゅうにん

、引継ぐ
ひ き つ  

、業務
ぎょうむ

 

旧 山
きゅうやま

本理髪店
もとりはつてん

 

建物
たてもの

、円山
まるやま

、傾斜
けいしゃ

、神宮
じんぐう

、裏
うら

参道
さんどう

、沿い
そ  

 

理髪店
りはつてん

・・・頭髪
とうはつ

を刈り整える
か ととの   

店
みせ

。床屋
とこや

 

旧 渡 辺
きゅうわたなべ

商 店
しょうてん

 

砂金
さきん

、掘る
ほ  

、要所
ようしょ

、発達
はったつ

、中頓別
なかとんべつ

、漆喰
しっくい

、土蔵
どぞう

、耐火
たいか

、耐寒
たいかん

、構造
こうぞう

、大火
たいか

、教 訓
きょうくん

 

旧 浦 河
きゅううらかわ

公会
こうかい

会堂
かいどう

 

赤心社
せきしんしゃ

、設立
せつりつ

、荻伏
おぎふし

、指導者
しどうしゃ

、教徒
きょうと

、組織
そしき

、兼
けん

、礼拝
れいはい

 

結社
けっしゃ

移民
いみん

・・・目的
もくてき

達成
たっせい

のため団体
だんたい

を組織
そしき

して移り住んだ
うつ す    

人々
ひとびと

。 

入 植
にゅうしょく

・・・開拓する土地
と ち

や植民地
しょくみんち

に入って生活すること。 

旧
きゅう

来正旅館
くるまさりょかん

 

永山
ながやま

、屯田兵
とんでんへい

、 入 植
にゅうしょく

、策馬
さくま

、開 業
かいぎょう

、営 業
えいぎょう

、宿 泊
しゅくはく

、汽車
きしゃ

 



待合所
まちあいじょ

・・・汽車
きしゃ

や、馬車
ばしゃ

、バスなど交通
こうつう

機関
きかん

を待つ
ま  

ための場所
ばしょ

。 

旧
きゅう

三
さん

□／ 河
かわ

本
もと

そ
  

ば屋
や

 
ます 

小樽
おたる

、修 業
しゅぎょう

、座敷
ざしき

、調理場
ちょうりば

、居間
い ま

 

旧武井
きゅうたけい

商 店
しょうてん

酒造部
しゅぞうぶ

 

茅沼
かやぬま

、石炭
せきたん

、荷役
にえき

、清酒
せいしゅ

、松
まつ

の露
つゆ

、製造
せいぞう

、戦時下
せ ん じ か

、統制
とうせい

 

回 船 業
かいせんぎょう

・・・船を使い、沿岸
えんがん

で旅客
りょかく

または貨物
かもつ

を輸送
ゆそう

する 職 業
しょくぎょう

。 

旧 近 藤
きゅうこんどう

医院
いいん

 

古平
ふるびら

、開 業
かいぎょう

、建築
けんちく

、診 療
しんりょう

、手 術
しゅじゅつ

、待合
まちあい

、薬 局
やっきょく

、居室
きょしつ

、文庫倉
ぶんこぐら

、書庫
しょこ

、研 究 室
けんきゅうしつ

 

旧 近 藤
きゅうこんどう

染舗
そめほ

 

染物店
そめものてん

、間取り
ま ど  

、店舗
てんぽ

 

旧 武 岡
きゅうたけおか

商 店
しょうてん

 

徳島藩
とくしまはん

、家老
かろう

、稲田
いなだ

 邦植
くにたね

、従う
したが 

、淡路島
あわじしま

、静内郡
しずないぐん

、米穀
べいこく

、雑貨
ざっか

、扱う
あつか 

、商家
しょうか

、店舗
てんぽ

、新築
しんちく

、郵 便 局
ゆうびんきょく

、

開設
かいせつ

 

役割
やくわり

、果たす
は   

  

荒物
あらもの

・・・笊
ざる

、 箒
ほうき

、塵取り
ちりと 

などの雑貨類
ざっかるい

。 

旧 大 石
きゅうおおいし

三 省 堂
さんしょうどう

支店
してん

 

修 業
しゅぎょう

、菓子
か し

、職 人
しょくにん

、繁華街
はんかがい

、電
でん

信
しん

通
どお

り、店舗
てんぽ

、製造
せいぞう

、販売
はんばい

、兼
けん

、併設
へいせつ

、切妻
きりづま

平入
ひらいり

 

母屋
おもや

・・・住
す

まいの中
ちゅう

心
しん

となる建
たて

物
もの

。 

旧太田
きゅうおおた

装蹄所
そうていじょ

 

幹線
かんせん

道路
どうろ

、農耕
のうこう

、馬蹄
ばてい

、職 種
しょくしゅ

 

蹄鉄屋
ていてつや

・・・馬
うま

のひづめに蹄鉄
ていてつ

(ひづめを守るためのもの)をつける仕事。 

旧 藤 原
きゅうふじわら

車橇
しゃそり

製作所
せいさくしょ

 

宮大工
みやだいく

、 入 植
にゅうしょく

、妹背牛
も せ う し

、製造
せいぞう

、開 業
かいぎょう

 

旧 本 庄
きゅうほんじょう

鉄工場
てっこうじょう

 

石狩川
いしかりがわ

、河口
かこう

、漁具
ぎょぐ

、漁船
ぎょせん

、付属品
ふぞくひん

 

鍛冶屋
か じ や

・・・金属
きんぞく

で種々
しゅじゅ

の器物
きぶつ

を作る 職 業
しょくぎょう

。 



旧広瀬
きゅうひろせ

写真館
しゃしんかん

 

営 業
えいぎょう

、写真館
しゃしんかん

、外観
がいかん

、和洋
わよう

折 衷
せっちゅう

、撮影
さつえい

、写 場
しゃじょう

 

シングルスラント・・・写真屋
しゃしんや

に見られるガラス張り
ば  

の屋根。北側
きたがわ

の屋根に用いて安定した光のもと撮影
さつえい

できる 
            ようにできている。 

旧 札
きゅうさっ

幌
ぽろ

拓 殖
たくしょく

倉庫
そうこ

 

軟石
なんせき

、五十嵐
い が ら し

、保存
ほぞん

、創立
そうりつ

、株式
かぶしき

、隣接
りんせつ

、集 散
しゅうさん

、地域
ちいき

、発展
はってん

、貢献
こうけん

 

登記
とうき

・・・権利
けんり

の変更
へんこう

を社会に知らせるため、定められた
さだ      

登記簿
と う き ぼ

に記載
きさい

すること。 

旧 札
きゅうさっ

幌
ぽろ

農学校
のうがっこう

寄宿舎
きしゅくしゃ

( 恵 迪 寮
けいてきりょう

) 

開拓使
かいたくし

仮学校
かりがっこう

、開学
かいがく

、現在
げんざい

、校内
こうない

、移転
いてん

、当時
とうじ

、玄関棟
げんかんとう

 

旧 札
きゅうさっ

幌
ぽろ

師範
しはん

学校
がっこう

武道場
ぶどうじょう

 

建物
たてもの

、前身
ぜんしん

、建設
けんせつ

、入母屋造
いりもやづくり

、平入
ひらいり

、木造
もくぞう

、平屋
ひらや

、重視
じゅうし

、生徒
せいと

、柔 道
じゅうどう

、剣道
けんどう

、履修
りしゅう

、戦時下
せ ん じ か

、精神
せいしん

、心身
しんしん

 

鍛練
たんれん

、教科
きょうか

 

 

漁 村 群 群群  村村  漁漁  

旧土谷家
きゅうつちやけ

はねだし 

付属
ふぞく

、施設
しせつ

、地形
ちけい

、跳ね
は  

、倉
くら

、建物
たてもの

、船
ふね

、着
つ

く、床
ゆか

、開口部
かいこうぶ

、直 接
ちょくせつ

、荷物
にもつ

、漁獲物
ぎょかくぶつ

、魚粕
ぎょかす

、身欠鰊
みがきにしん

、数
かず

の子
こ

 

加工品
かこうひん

、収 納
しゅうのう

 

旧 青
きゅうあお

山家漁家
やまけぎょか

住 宅
じゅうたく

 

祝津
しゅくつ

、盛期
せいき

、雄冬
おふゆ

、沿岸
えんがん

、主屋
おもや

、石倉
いしぐら

、機能
きのう

、貴重
きちょう

、遺構
いこう

、隆 盛
りゅうせい

 

漁場
ぎょば

・・・ 漁
りょう

をする権利
けんり

を持って
も   

いる場所。 

ニシン・・・海の魚。3～4月
がつ

頃
ころ

産卵
さんらん

のため浅い
あさ 

所
ところ

に回遊
かいゆう

する。食 用
しょくよう

・肥料
ひりょう

、 鰊 油
にしんあぶら

など用途
ようと

が広い。 

「かずのこ」はその 卵
たまご

。 

廊
ろう

 下
か

 

船
ふね

、櫂
かい

、櫓
ろ

、漁労
ぎょろう

、壁
かべ

、搬 入
はんにゅう

 

旧 秋
きゅうあき

山家
やまけ

漁家
ぎょか

住 宅
じゅうたく

 

男鹿
お が

半島
はんとう

、繁栄
はんえい

、建造
けんぞう

、刺 網 漁
さしあみりょう

、磯
いそ

回り
まわ 

、寄 棟 造
よせむねづくり

 

棟飾り
むねかざ 

・・・屋根の棟
むね

に取り付けた飾り
かざ 

。   



農農農 村 群 群群  村村    

旧
きゅう

ソーケシュオマベツ駅
えき

逓
てい

所
じょ

 

喜茂別
き も べ つ

、徳 舜 瞥
とくしゅんべつ

、荷物
にもつ

、搬送
はんそう

、郵便
ゆうびん

、宿 泊
しゅくはく

、業務
ぎょうむ

 

旧田村家
きゅうたむらけ

北誠館
ほくせいかん

蚕種
さんしゅ

製造所
せいぞうしょ

 

絹
きぬ

、 蚕
かいこ

、製造
せいぞう

、模範
もはん

 

養蚕
ようさん

・・・ 蚕
かいこ

を飼い
か  

、育てて繭
まゆ

をとること。 

旧 農
きゅうのう

商 務 省 滝 川
しょうむしょうたきかわ

種 羊 場
しゅようじょう

機械庫
きかいこ

 

技師
ぎ し

、機械庫
き か い こ

、建築
けんちく

、施設
しせつ

、基礎
き そ

、自然石
しぜんせき

、積む
つ  

、小屋組
こ や ぐ み

、構造
こうぞう

、発展
はってん

、農機具
の う き ぐ

、展示
てんじ

 

旧岩間家
きゅういわまけ

農家
のうか

住 宅
じゅうたく

 

仙台藩
せんだいはん

、亘理領
わたりりょう

、 入 植
にゅうしょく

、郷里
きょうり

、建築
けんちく

、藩主
はんしゅ

、立寄る
た ち よ  

、由緒
ゆいしょ

 

士族
しぞく

移民
いみん

・・・明治
めいじ

時代
じだい

の初め
はじ 

から中ごろまでに移
うつ

り住
す

んだ士
し

族
ぞく

(華
か

族
ぞく

以
い

下
か

、平民
へいみん

より上の身分
みぶん

)。 

旧 納 内
きゅうおさむない

屯田兵屋
とんでんへいおく

 

警備
けいび

、士族
しぞく

、募集
ぼしゅう

、内陸
ないりく

 

旧樋口家
きゅうひぐちけ

農家
のうか

住 宅
じゅうたく

 

入 植
にゅうしょく

、建築
けんちく

、依頼
いらい

、郷里
きょうり

、建築
けんちく

様式
ようしき

、解体
かいたい

 

棟 梁
とうりょう

・・・一つ
ひと  

の集 団
しゅうだん

の支え
ささ  

となる重 要
じゅうよう

な人
ひと

。(特
とく

に大工
だいく

のかしら) 

旧信濃
きゅうしなの

神社
じんじゃ

 

間口
まぐち

、 柱
はしら

、構成
こうせい

、様式
ようしき

、諏訪
す わ

、開墾地
かいこんち

、大 明 神
だいみょうじん

、御分霊
ごぶんれい

、奉戴
ほうたい

、建 立
こんりゅう

、創立
そうりつ

、発起人
ほっきにん

、信 州
しんしゅう

、命名
めいめい

 

旧若狭家
きゅうわかさけ

たたみ倉
     ぐら

 

倉
くら

、上ノ国
かみのくに

、外壁
がいへき

、校 倉 造
あぜくらづくり

、特殊
とくしゅ

、構造
こうぞう

、調度
ちょうど

、収 納
しゅうのう

 

旧 山
きゅうやま

本消防組
もとしょうぼうぐみ

番屋
ばんや

 

水田
すいでん

、格納庫
かくのうこ

、組織
そしき

、火
ひ

の見櫓
みやぐら

 

自警団
じけいだん

・・・非常
ひじょう

の際
さい

に自らを守るために組織
そしき

された民間
みんかん

の警備
けいび

団体
だんたい

。 

旧
きゅう

河
かわ

西
にし

家
け

米
こめ

倉
ぐら

 

移住者
いじゅうしゃ

、低湿地
ていしっち

、耕作
こうさく

 



旧山田家
きゅうやまだけ

養蚕板倉
ようさんいたぐら

 

開拓使
かいたくし

、奨 励
しょうれい

、施設
しせつ

、草創期
そうそうき

、遺構
いこう

 

旧小川家
きゅうおがわけ

酪農
らくのう

畜舎
ちくしゃ

 

取り寄せ
と  よ  

、設計図
せっけいず

、参考
さんこう

、建築
けんちく

、発達
はったつ

、構造
こうぞう

、特 徴
とくちょう

、軟石
なんせき

、譲り
ゆず 

、移築
いちく

 

バルーンフレーム構造
こうぞう

・・・細い柱を組み合わせた骨組みに板
いた

の壁
かべ

を貼り
は  

付けて
つ   

組み立てるしくみ。 

旧菊田家
きゅうきくたけ

農家
のうか

住 宅
じゅうたく

 

新潟県
にいがたけん

、長岡
ながおか

、有 力 者
ゆうりょくしゃ

、北越
ほくえつ

、組織
そしき

、野幌
のっぽろ

原野
げんや

、一員
いちいん

、魚沼
うおぬま

、建築
けんちく

、蒲原
かんばら

、移築
いちく

 

殖 民
しょくみん

・・・国民
こくみん

や、団体
だんたい

が永 住
えいじゅう

の目的
もくてき

で移り住み
うつ す  

、仕事
しごと

や生活
せいかつ

を 行 う
おこな  

こと。 

開拓
かいたく

小屋
ご や

 

開墾
かいこん

、移住者
いじゅうしゃ

、住 居
じゅうきょ

、丸太
まるた

、桁
けた

、梁
はり

、垂木
たるき

、笹
ささ

、茅
かや

、壁
かべ

、葺く
ふ  

、屋内
おくない

、枯草
かれくさ

、敷く
し  

、居間
い ま

、炉
ろ

 

 

山 村 群 群群  村村  山山  

森林
しんりん

鉄道
てつどう

機関庫
きかんこ

 

北海
ほっかい

道 庁
どうちょう

、拓 殖
たくしょく

、国有林
こくゆうりん

、直 営
ちょくえい

、伐採
ばっさい

、事業
じぎょう

、搬 出
はんしゅつ

、敷設
ふせつ

、着 手
ちゃくしゅ

、従 来
じゅうらい

、運材
うんざい

、貨車
かしゃ

、貯
ちょ

木 場
ぼくじょう

 

流 送
りゅうそう

・・・川などを利用して木材を運ぶこと。 

旧 平 造
きゅうたいらぞう

材部
ざいぶ

飯場
はんば

 

奥名寄
おくなよろ

、御料林
ごりょうりん

、再現
さいげん

、伐木
ばつぼく

、造材
ぞうざい

、寝泊り
ねとま 

、別棟
べつむね

 

山子
やまご

・・・きこりなど山仕事
やましごと

をする人。 

藪出し
やぶだ  

・・・切り出した木材を運ぶ仕事。 

馬追い
う ま お  

・・・木材を運ぶ馬とそりを扱う人。 

炭焼
すみやき

小屋
ご や

 

木炭
もくたん

、黒炭
くろずみ

、炭窯
すみがま

、専 業
せんぎょう

、角窯
かくがま

 

 

 

＊茶色は地名、青色は人名  



開拓の村歴史年表 
 

西暦 元号歴 竣  工 開拓の村・北海道に関すること 日本・世界に関すること 

18?? 江戸末 若狭家たたみ倉  ペリー浦賀に来航 

1868 明治元   明治維新 

69 ２  開拓使設置 

蝦夷地を北海道と改称 

 

71 ４  岩間家入植 廃藩置県、郵便制度開始 

72 ５   学制公布 

新橋横浜間鉄道開通 

73 ６ 開拓使札幌本庁舎  地租改正 

75 ８  屯田兵琴似に入植  

76 ９  札幌農学校開校  

77 １０ 開拓使工業局庁舎  西南戦争 

78 １１ 開拓使爾志通洋造家 函館新聞創刊  

80 １３  赤心社結成 

手宮～札幌間鉄道開通 

 

81 １４ 山田家養蚕板倉 豊平館完成 国会開設 

82 １５ 岩間家 三県(札幌.函館.根室)設置  

84 １７ 手宮駅長官舎 最初の浦河公会会堂完成  

85 １８  北海英語学校開校  

86 １９ 武井商店酒造部 北海道庁設置 

北海道師範学校開校 

北越殖民社結成 

 

87 ２０ 土谷家はねだし   

89 ２２   明治憲法公布 

92 ２５ 龍雲寺 道内人口５０万人  

93 ２６ 菊田家   

94 ２７ 浦河公会会堂 小樽新聞創刊 日清戦争開始 

95 ２８ 納内屯田兵屋  日清講和条約調印 

97 ３０ 松橋家.樋口家.信濃神社

河西家米倉、本庄鉄工所

１９支庁設置 

函館で馬車鉄道運行開始 

 



西暦 元号歴 展 示 棟 開拓の村・北海道に関すること 日本・世界に関すること 

98 ３１ 武岡商店 近藤染舗開業  

1901 ３４  道内人口１００万人  

02 ３５ 島歌郵便局   

03 ３６ 藤原車橇製作所   

04 ３７ 有島家  日露戦争開始 

05 ３８ 田村家北誠館蚕種製造所

札幌農学校寄宿舎 

 日露講和条約調印 

（日本郵船㈱小樽支店） 

07 ４０ 札幌拓殖倉庫 

ｿｰｹｼｭｵﾏﾍﾞﾂ駅逓所 

大石三省堂支店 

  

08 ４１ 札幌停車場 青函連絡船開業  

09 ４２ 北海中学校 

小樽新聞社 

三□／河本そば屋 

札幌で馬車鉄道運行開始  

11 ４４ 札幌警察署 

南一条巡査派出所

  

12 ４５   明治天皇没、大正元年 

13 大正２ 近藤染舗 函館で電車運行開始  

14 ３   第一次世界大戦開戦 

18 ７  札幌で電車運行開始 第一次世界大戦終戦 

19 ８ 浦河支庁庁舎 

来正旅館 

近藤医院 

青山家(母屋) 

来正旅館開業 

(明治 31 年待合所開業) 

 

20 ９ 秋山家  国際連盟発足 

21 １０ 農商務省滝川種羊場機械庫   

24 １３ 広瀬写真館   

25 １４   普通選挙法公布 

26 １５   大正天皇没、昭和元年 

1929 昭和４ 北海道札幌師範学校武道場  世界経済恐慌 

1983 昭和 58  北海道開拓の村開村(4/16)  

 


